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議　題 概　要 結　果

議
決
事
項

入会申込審査の特別取扱いに関する決議の件 特定の場合を除き、原則として会長が日弁連に登録進達を行い、常議員会に事後承
認を求める運用を認める決議 異議なく可決承認

外国法事務弁護士資格審査、外国法事務弁護士の特定外国法の指定申請審査、
外国法事務弁護士特別会員入会審査及び指定法付記請求書の進達の特別取扱いに関する決議の件

特定の場合を除き、原則として会長が、外国法事務弁護士に関する日弁連への登録
請求及び指定法付記請求書の進達、資格承認申請及び指定申請審査に対する意見
照会への回答を行い、常議員会に事後承認を求める運用を認める決議

異議なく可決承認

入会申込審査に関する小委員会を常議員会内に設置する件 常議員会内に左記小委員会を設置し、事前アンケートに基づき常議員を配属すること
（アンケート未回答者の配属は理事者一任） 異議なく可決承認

外国法事務弁護士資格審査等に関する小委員会を常議員会内に設置する件 同上 異議なく可決承認

国選弁護人候補者の推薦停止の件 弁護人としての業務執行において著しく不適切な行為があったことによる国選弁護
人候補者名簿の推薦を3月停止 異議なく可決承認

一般会費免除申請の件 疾病等に準ずる事由を理由とする免除申請 会費支払免除を認めない旨、異議なく可決承認

諮
問
事
項

2023年度 常議員会・定期総会開催日の件 年間予定の件 異議なく各開催日程を是とする旨の答申

東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会と城北信用金庫との中小企業支援に関する協定書締結の件 左記協定書の締結 異議なく締結を是とする旨の答申

広報室嘱託再任の件 広報室嘱託2名の再任 異議なく再任を是とする旨の答申

総会議案諮問 
選挙会規一部改正の件 左記議案を二弁定期総会（5/31）に付議する件 異議なく総会付議を是とする旨の答申

総会議案諮問 
選挙会規の一部を改正する会規の施行の日の定めを常議員会に一任する件 左記議案を二弁定期総会（5/31）に付議する件 異議なく総会付議を是とする旨の答申

報
告
事
項

弁護士推薦委員会報告の件　 推薦結果の報告

日弁連及び東京三会と大成有楽不動産株式会社との「弁護士会館管理委託請負契約の一部変更に関する覚書」締結の件 左記覚書の締結報告

第二東京弁護士会業務システム検討ワーキンググループ委員選任の件（1名追加選任） 左記ワーキンググループの委員選任報告

全ての人が司法にアクセスできるように民事法律扶助の改善を求める会長声明の件 2023年3月31日に会長声明を発した旨の報告

四弁護士会災害対策共助協定に基づく協議会（2月23日、24日実施）報告の件 左記協議会の参加報告

地方独立行政法人東京都立病院機構との法律相談事業実施協定書の締結の件 左記協定書の締結報告

荒川区との高齢者虐待相談への弁護士の推薦に関する協定書の締結の件 左記協定書の締結報告

2023年度委員選任の件（理事者一任事項の選任報告） 左記委員の選任報告

東京三弁護士会 東京地方・家庭裁判所立川支部本庁化･弁護士会多摩支部本会化推進協議会委員選任の件 左記委員の選任報告

2023年度幹事選任の件 決定した幹事人選の報告

台東区との「高齢者法律相談業務委託契約書」の更新の件 左記契約書の締結報告

「荒川区と東京弁護士会、第一東京弁護士会、第二東京弁護士会との協働連携に関する協定書」の更新の件 左記協定書の締結報告

会員異動の件（登録取消及び登録換え含む。3/31現在） 3/31現在　6,849名（正会員6,460名、外国特別会員203名、法人会員180名、外国法人特別会員6名） 
登録取消9件、登録換え退会5件

本年度最初の常議員会が開催された。冒頭、小
川会長から「短時間で、充実した議論を」との挨
拶があった。その後の議題の審議は、担当副会長

常議員会
〈報告者〉  岡村 英郎（54期）

令和5年4月18日 常議員40人中28人出席

報告
からよく準備された説明があったため、特に質問
もなく、淡々と進行した（おおむね1議題1~3分
程度で進行）。
総会議案諮問事項である選挙会規一部改正の件
等は、大事な内容であったため、大森副会長及び
雪竹前副会長から合計10分弱の説明があった。
日弁連で改正予定の選挙規程に合わせて選挙人の
基準日を40日前から45日前に前倒しすること、
不在者投票の投票時間を短縮すること等を内容と
するものであるが、後者は郵便投票が主流となる

中で合理的なものと思われた。この件を含め、議
決事項及び諮問事項はいずれも異議なく承認され
た。
災害対策委員会から、前年度に兵庫県で開催さ

れた四弁護士会災害対策共助協定に基づく協議会
の結果が報告された。東京でも直下型地震のリス
クが指摘されている中、「被災するとはどういう
ことなのかを知る」をテーマに、講演や視察の内
容紹介、阪神・淡路大震災発災時の再現ビデオの
上映等、必ずしも発災時の問題に明るくない常議

員にも工夫された内容であった。
途中、1年間の研さんを経て、奄美、香川、高

知の法テラス事務所に赴任されることになった伊
藤藤吉会員、奥永彩可会員、小池崇之会員（いず
れも74期）が熱い意気込みを語った。小川会長
から、赴任先の困っている人の声に耳を傾け、法
の支配の実現に向けて頑張ってほしい旨の激励の
言葉が送られるとともに、金一封が贈呈された。
最後に出席常議員全員がそれぞれ自己紹介を

し、閉会となった（1時間40分）。�

常議員会報告


